



過 去,現 在,未 来
溝 口 次 夫
1.背 景 と 動 機
昭 和37年12月1日,こ の 日 は私 に と って 忘 れ られ な い 日で あ る。 午 前10時 す
ぎ,私 は大 阪 市,南 の ター ミナ ル 「難 波 」 で 南海 電 車 を降 り,高 島屋 の北 口か
ら地 上 に出 た。 そ こは北 に 向 か っ て,ま だ 枯 れ落 ち て は い な い黄 葉 した銀杏 並
木 が 美 しい 大 阪 の シ ンボ ル御 堂 筋 が開 け,西 側 に は新 歌 舞 伎 座 がす ぐ近 くに見
え る はず で あ った。 と ころ が ど う した こ とか,午 前10時 を過 ぎて い る の に数m
先 も見 え な い 暗 闇 の世 界 で あ った。 視 界 ほ とん どOmの 状 態 が ど の く らい続 い
た の か,35年 も前 の こ とで あ り定 か で は な いが,ほ ん の数 十 秒 だ ったか も知 れ
な い。 しか し,私 に は ず い ぶ ん長 い時 間 に感 じ られ た。 これ は一 体 ど う した こ
とだ ろ う,こ れ は何 だ ろ う,と い う疑 問 を もっ と共 に,こ れ を調 べ よ う と決心
した。 当 時 そ れ が い わ ゆ る ロ ン ドン型 の ス モ ッ グで あ る こ とを知 らなか った。
ス モ ッグ(Smog)と い う言 葉 は煙(Smoke)と 霧(Fog)の 合 成 語 と して,
ロ ン ドンで 生 まれ た と聞 い て い る。 この ス モ ッ グ との 出会 い が,そ の後 の私 の
研 究 進 路 を 決 定 した。
ロ ン ドンス モ ッグ は1870年 代 か ら顕 在 化 した と言 わ れ,そ の 後 約100年 間,
毎 年 冬 季 の ロ ン ドンを覆 って い た。
ロ ン ドンス モ ッグで最 も有 名 な の は1952年12月 初旬 に約5日 間続 いた もので,
そ の間 に過 剰 の死 亡者 約4,000人 を数 え て い る。 また,そ の 時 の 亜 硫 酸 ガ ス の
日平 均 値 は最 大 値0.73ppmを 記 録 して い る。
ロ ン ドンは古 くか らテ ー ム ズ川 か ら立 ち昇 る霧 の街 と して 有名 で あ るが,産
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業革命によって人口が集中し,冬 季に暖房のために用いる大量の石炭燃焼によ





研究するたあに大学に戻 り,私 の環境研究がスタートした。その後,大 阪府,
環境庁および厚生省の各研究機関に所属 して,環 境汚染 とくに大気汚染につい
て,そ のメカニズム,長 距離輸送,影 響の評価,対 策技術の研究を自然科学の
領域からアプローチしてきた。
2.こ れ迄 の研究 の経緯
大阪府には,昭 和39年 から49年までの丁度10年 間在職 した。わが国の公害が
最も著 しい時期で,し かも,大 阪はその頂点にあった。 したがって,全 国の都
道府県に先がけて,公 害対策に取 り組んでいた。
大阪では当時,製 鉄,鉄 鋼メーカーの煙突か ら出る酸化鉄を含んだ赤い煙,
石炭の不完全燃焼による黒い煙,各 種の化学工場から出る白,黄 色,紫 色など
7色 の煙が空を覆っていた。まず,そ の煙を無 くするのが最初の仕事であった。
府下の22工 場を対象にして,ば い煙処理装置の設置の指導を行 った。その中に
大阪市大正区の㈱中山製鋼所があった。同社は数基の平炉から赤い煙を空高く
吹き上げていた。同社の経営陣,技 術者 と論議の末に,電 気集 じん機を設置さ
せることになった。先日,32年 ぶ りで同社を訪ねた。現在,大 阪府の環境影響
評価委員会の委員であり,同 社が発電ボイラーを設置する計画があるというの
で,委 員会として視察 した訳である。同社の本社 ビルの屋上から展望 した周辺
の景色は昔 とは一変 して,高 速道路が張 り巡 らされ,大 阪湾は埋め立てが進ん
でいた。 しか し,同 社の敷地の内部はほとんど変わっていなかった。会社の説
明に使用されたパンフレットの沿革の欄に 「昭和40年10月 平炉に集 じん装置完
成」 と書かれていたのが実に懐かしかった。
大阪市西淀川区は慢性気管支炎認定患者(公 害病)が 最 も多いところである。
佛大社会学 第22号(1997)
環境問題へのアプローチ143





を単に除去するだけでなく,回 収 して硫酸の原料 として再使用するシステムを
作 りあげた。「硫酸工場か ら排出されるSO、 の除去 ・回収 システムの開発」 は




トコルとなって,そ の後,東 京,神 奈川をはじめ,全 国の主要な地域に同様の
システムが設置されている。大気汚染モニタリングシステムは,そ の後何度か
改造され,現 在でも全国の大気汚染監視の主役になっている。
大阪府での最後の仕事 は,関 西電力㈱が大阪府の南端,岬 町に設置を計画 し
た,多 奈川第2火 力発電所のアセスメントであった。昭和40年 代後半ではあっ
たが,わ が国にはまだ環境影響評価(EnvironmentImpactAssessment)と
いう概念 も言葉もなかった。「環境の事前評価」 と名付け,関 西電力が申請 し




昭和49年4月 か ら,っ くば研究学園都市に新設された環境庁の国立公害研究
所(現 国立環境研究所)へ 移り,国 レベルでの環境研究 に取り組んだ。大阪
時代 と異なり,世 の中も公害の ピークから少 し遠のいたこともあって,地 道な
基礎的な環境研究が出来た。環境汚染の測定法に関する研究,有 害化学物質デー
タベースの開発研究,対 流圏オゾンの研究,黄 砂の研究など地味な研究に終始
した。っくばで唯一華やかな舞台に立ったのは,1991年1月 か ら2月 にかけて
のイラク・クウェー ト戦争の後だった。イラク軍がクウェー ト撤退に際 して,
クウェー トの油田基地を爆破 したため,原 油の燃焼とペルシア湾への原油の流
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出があり,世 界中に注目された。原油の燃焼によるすす,粉 じん,亜 硫酸 ガス
はアラビア半島だけでなく,イ ラン,イ ンド,中 国西部にも影響 した。 このた
あ地球的規模の大気汚染を憂慮 して,UNEP,WMO,WHOの 各国際機関が
専門家をクウェー トに派遣 して対処することになった。日本か らは大気の専門
家 として小生が選ばれ,ジ ュネーブでの国際会議,現 地クウェー トでの調査を
行 った。
3.最 近 の研究 か ら
数年前か ら(厚 生省国立公衆衛生院在職当時)環 境庁の地域環境研究総合推
進費および㈱鉄鋼業環境保全技術開発基金を受けて,中 国の環境問題と取 り組
んでいる。研究テーマは次の2課 題であるが,い ずれも,中 国重慶市を対象 と






通 じて風が弱 く,逆 転層が出現する大気汚染およびスモッグの発生 しやすい気
候である。重慶市の主要燃料は石炭であり,し かも,高 硫黄分を含んでいるた








市でも石炭火力発電所(35万KW2基)に 先進国で最 も多 く利用されている石
灰 ・石 こう法による排煙脱硫装置(約60億 円)が,先 進国の援助で数年前に設
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局 と協議を重ねている。現在,民 生用に用いられるバイオブリケ ットのテス ト
プラントを重慶市市街地に設置 して,ま ず,小 規模の発生源か らの脱硫を実施
している。
テーマ(2)では重慶医科大学 と共同研究を行っており,重 慶市市街地中心部の
大気汚染状況と呼吸器疾患患者 との関係を調査 している。亜硫酸ガス,浮 遊粒
子状物質は重慶市中心地域ではわが国の30倍にも達するところがあり,し たがっ
て,呼 吸器疾患患者は30%以 上にも昇るところがある。なおこの調査のため重
慶市内の汚染 レベルに応 じて4地 域か らそれぞれ小学校を選び,学 童および教
師を対象に して調査を進めている。
これらの研究は今後さらに3年 間継続することが認められている。


















人 間 活 動 学 問 領 域
大 気 圏 一 生
水 圏 態
地 圏 一 圏
豊かな生活,便 利な生活,快 適な生活
ノ＼
目 的 自 然 科 学1
E
環境汚染の原因,機 構等の解明



























に分けている。1つ は環境問題を具体的,実 践的 レベルで解決 しようとするも
ので,従 来か らの自然科学,社 会科学か らのアプローチを指 している。 もう1
つは環境問題 をもっと人間の精神的,内 面的 レベルで考えるもので,人 文科学,
形而上学か らのアプローチを言 っている。彼は,前 者 をShallwEcology,後
者をDeepEcologyと 名付け,環 境問題の,根 本的な解決 にはDeepEcology
が主流になるべきであると述べている。また,「 これからの環境問題 の解決 は
宗教がその道を開 くべきである」 と述べている識者 もいる。
地球温暖化防止のための第3回 締約国会議,COP3が 今年12月 に京都で開
かれる。炭酸ガスを制御するための手法が討議 されるはずで,そ の実現には環
境の倫理,価 値観の見直 し,豊 かさの認識の変革など形而上学的観点から人間
を見直し人の生 き方を変えることが要求される。古い時代の宗教家,良 寛,西
行などの生 き方,考 え方に学ぶ ことが多い様に思う。
21世紀以降の地球をこのままの美 しい姿でわれわれの子孫に残すために,形
而上学から環境へのアプローチが必要である。
(みぞぐちっぐお 佛教大学社会学部社会学科教授)
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